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大阪湾のえびこぎ網の漁換物組成について

林肌夫

漁壌の汚濁化にともなう漁業と生物相の変避の実態を把蝿するため、1955,1956年のえびこ

き・縞漁独物調査（大阪水試業務報告）と同様の撫査を実施して、漁椴、漁獲伽、漁駐物組成の比較

を行たった。

調査は1971,1972年の2m汁画で、泉佐野漁協の標本船からえびとぎ網漁助の5～12月の

毎月上旬にひき網1回分（1日の漁擢亜の％）の全漁独物（漁痩対象とならをいく,のも含めた魚類

甲殻類軟体執の全部）を採築し、砿頒毎に個体教と菰11を測定するものである。1971年の調

韮結果お上び1955.1956年との比較の概要は以下のとおりである。をお堆終とりさとめk向2

年度調究後行なう予定である。

現在のえびとぎ網は泉佐野の底びき漁船約60統（大部分5～10t，ジーゼル15鴎力）が、

形和田～尼崎間の北西15～2OKm沖、水深20～407H，泥質底の海域を主漁嶋に操業している。

漁獲物は小エビ類、シャコ、魚伽など50～】00K9／1統1日で小エビ類はそのうちの30--10

%である。標識合から採集した全加狼物の組成は、5～12月の平均でエビ類43%、シャコ顕6

％、カニ鋤11％、イカ・タコ劫3％、魚鋤37％である。エビ蛾は6月（70％）、7月（59

％）、9月（65％）、1I月(56%)に多い。

エビ鋤の出現獅如はクルマエビ科、テッポウエピ科、モエピ科、エピジャコ科など5科18郡で、

その祇獅l組成を見ると苅髄、個体mともにサルエピが多く、5～I2月の平均組成は亜批で66%

個体教で54％を占めﾊﾙ役占獅となっている。特に5.6,7月に多く、敢吐、個体紋とも9‘1％以上

である。次いでマイマイエピが多く、平均組成で並動25％、個体数34％を占める。8．9月の出

現が顕著である。そのほかのトラエピ、アカエピをどは、亜拡個体故組成とも4％以下である。

1955.'56年当時のえびこき'網の堺、岸和田を中心に北部に多く、主漁場は堺～岸和Illの北西

10～2OKm沖、水深I5～20加、泥貿睡)海域である。岸和iffl漁協の標本船(5t,10馬力

の漁狼il11-180～240K9で、エビ弧は35～40%である。採巣した全漁狼物の組成は4～12月の

平均でエビ数45％、シャコ熱I0%、カニ畑21詔、イカ・タコ鋤3%、魚鋤2I%である。エ

ビ類の出現部類は1971年度とほぼ同嫌で、その組成は4～12〃の平均で、トラエピjG鮒組成

36％、個体数組成25％、エピジャコ同じく17％、20%、サルエピ17%、14%、丁カエ

ピ13％、13％、スペスペエピ10認、I2%、マイマイエピ2%、13%をそれぞれ占めてお、

b、極端に卓越した柳如はみられない。
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えびとぎ綱の漁場は水蜘汚濁の影稗を受けて湾奥部の加場は消失し、その主測場は潮流の早い深

所の沖合へ移動して全漁狸物組成中のカニ鋤の割合が減少し、魚類が蝿大した･さた以前にはエビ

類の組成中!､ラエピ、アカエピ、サルエピ、ユベスペエピ、マイマイエビ、エピジャコなど5～6瀞の

穂のエビ類が’0～25％（個体数組成）の範囲で出現していたのであるが、現在ではサルエピ、

マイマイエピの占める削合力謡るしくjM加しており、生物相の移り変りを示しているものと考えら

れる。

藻 場調査

林凱夫

水質汚濁の影簿により、流失あるいに衰退している藻塀の現勢とそこで行方われている祁業活励

について知見を得るため、わずかではあるが藻婆の残存している南部沿岸の漁業者からききとりによる

kろ鯛査を行なった。

左おこれば南西海区水澱研究所（内海漁業雌本調群）の秀託澗喪の一環として実施した‐

I.藻場海域と藻の種類（図参照）

1）アマモ場

アマモZi,steramarin;iI-INNF

箱作海岸図 中 整 理 稀 号

淡 輪 黒崎海岸〃

2）ガラモ鰹

ホンダワラ類S;irfjassurnspp

カジメ頬lickIoniasp

尾崎海岸 図 中 整 理 符 号

箱作海岸′′

淡翰黒崎～深日海岸′′

谷川～小島海岸

2．藻場で行きわれる漁業の漁期と対蝦魚柳

I)-アマモ場

建網5～6月カミナリイカ（モンゴイカ）

2）ガラモ鐘1

建網 周年

一本釣4～’2月｝ベラ、､アプラメ、タナゴ、メバル、カサゴ
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3．藻鯉の変化

1）浦失した海域

丁、γマモ響

深日港内(4)：昭和40年頃摘失、水質汚濁と思われる。

小島周辺(oi:ua和35年頃から洩退、40年に澗失。

イ、ガラモ響

多奈川発耐所揮岸m:昭和40年頃埋立と水賞汚濁により浦失。

2）衷退した海域

アマモ場

筑作毎岸【2)：昭和35年以前には、現在2カ所にわかれている藻襲は接続し繁茂していた。

以後洩退し現状のよう'てたった。

淡輪熟崎海畑3)：昭和35年～40年頃戎では全休にわたり，かなり密に繁茂していたが

現在では疎らな部分が咽えた。

‘ 1．その他

ガラモ場の疎密、藻堪の範囲は年によりかオリの変化がある‘
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瀬戸内海におけるアナゴの生態と資源について

吉田俊一

との郷交は、瀬戸内海およびその周辺海域のアナゴの生憩を明らかにし漁難生物学的な知見を把

捉して、本州側脚辿絡架橋の影蒋に係る衝科にすることを目的としている。これは日本水産褒源保

鍾協会の委託訓迩で激戸内海の主要魚のうちカタクチイワシ・イカナゴなど多批性表府魚、マダイ

°クロタ･イなど表中脳商級魚、アナゴ・エソ左ど底生魚1‘1魚砥を南西海区水産研究所と関係水試

が分担し、昭〃1ﾙ14年陵から既応文献の篭理、補完調蚕オどの作業を銃け46年度にとり雀とめた。

灘細は「本州凹圃述絡架据漁業影蒋測査報告第3号」（昭和47年3月、本四架惟加業影蓉調在委

側会）に記載してあふ。

要 約

瀬戸内海に来遊分布するｱﾅゴは南西謝島周辺で春から奥のⅢ'に産卵されたも“由来rると推定さ

れている。秋から初風にかけての冬の季節に9～I3cm以下の変態初期未満のものが潮流にのって

内海に補給される。紀伊水道から入ってくる稚仔群は鳴門海峡土､よび大阪湾、'ﾘ1石榔峡を経てI可制

拙磨漣にはこばれる。戎た、豊後水逝から入ってくる稚仔群は周防灘、安芸灘を経て維灘にはこば

れる。戎た、明禰海峡、鴫門海峡は馴魚の脱出路としても加典な役削りをもっているし底びき綱や

延左わの主典か測埋ともなっている。さらにさた、明石海峡、鴫I'1海峡、向肌、囚胤、生口晶周辺

域は冬期(ておける越冬鯉としても並典である。従って架揺工耶は稚仔魚群、漁砿対象群あるいは越

冬群の分布回遊その他(てついて影瀞を及ぼす可能性をもっている。

灘別の漁狼変動と単位生産

'63～'69漁獲鎧

『一雨T恵一両
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一

アナゴ稚仔の碓認された海況（2～7月

－49戸



海況自動観測塔の設置。

安部恒之，西田明筏

海況鯛査の自励化については、さきに昭和44年度の国庫補助躯業で鯛迩船に水髄自動観測装瞳注

を設置L，以来漁梅況予報事業としての浅海定線調査のほかに漁場保全の立暢から水質監視（前

描「大阪湾漁埋水価監視）」を実施してきた、

46年度にはさらに府単座業をもって下記のとおり水試地先に海況自動観測塔を設鯉し、観測の

能率化と輔庇向上をはかっている。

o設侭拶所

泉南郡岬町多奈川谷川地先170m(水深6．5液；

o観測装磁

この施股は、水産斌験場地先において観測塔

のフローI､（水温、塩分測定器装蒲）が浮動

しつつ怖時表膳の水温・塩分を測定し、海底

ケーブルを通じて実験室のレコーダーに自聖・

紀録する櫛造にたっている。

■1,

､写‘趣。
D一一

一

＝＝二一

一
手
雲

一
一
考
三

一
一I)伝送方式

テレメータ方式

水温

塩 分

アナログテレメータ方式；

抵抗値直送方式

周波数変訓方式

海況自動観測箸

2）洲定機器

ア、水温計(KK鶴見蒲機、ST-L3型）

温度変化をサーミスタ（検出素子）にエリ抵抗値で測定し、変換器により耐圧に変換する

測定範囲5℃～35℃、5段切換

注、水温・塩分計（餌見糖槻TS-ST-P4型）、PH計（枇河危機、検出器GLE-

2F-41型、変換増巾器HPH-31i!)濁度計（械河溌機DAK-I2型）、定掘

圧定周波耐源装慨（三社踊機KCI-24/100-0,2AS型）、計器操作盤（束代

噸機）
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ｲ、塩分計(KK鶴見稲機ST-L3型）

塩分の変化を樋磁誘導セルに上り周波数で測定し、変換器にエク撒圧に変換する。温度補震

範囲は5℃～85℃である。なお水温計、塩分計の検出部は一体柵造で、それらの変換器は詩

録計と一体になっている

ｳ、記録計(KK横河耀機製作所

3打点肥録式

3）観測燃

了、塔の高さ

G、L･上12m2Oa*

L.VV、L・上4m60on

イ、作業台

縞銅板2m50α"×2畑

ウ、杭

4奉叱08"%"×2,40G.4'"/,"×2
エ標蹴灯

I2V,GⅧ赤色、昼夜自動点消灯、2秒1せん、レー･グー反射板付

o施 工KK銭屋アルミニウム製作所

r．ー一一一・一一~．~‐

Iaj:遥雫ﾔプ汐"ｬ，哩分一測謹種Iー一I・ジ｡く塾一オ氏稚直奨

I－－－－‘－．－－－－－－

観剰部（岩エ）

海況自動鐸測増系錨図
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海況自動観測塔側面図 樵謹灯A型
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クロダイ極i噺とに産試験

1）クロダイ種苗生瀧技術開発試験

小菅弘夫

咋年度にひき続きクロダイ甑苗の大競生産という立場から、その方法技術について試静検討を

わえた。

1．親魚、採卵

昨年度と同磯、兵庫県雌名邸五箇HT都志魚協の協力を蝶て昭和4G年6月3日～8日まで企棚

‘1回にわたi)M漁協で刺維によ>)漁穫水揚げされたクロダイ劉魚を用いて採卵した。

現地採卵の後、受縞卵はビニール袋に収縛L、水試へ輸送した。

2,ふ化

バンライト1トンタンク（直径140“、深さ80画）に収容した受畷卵は20℃前後の水温条件

下において受嫡綾37～451時間でふ化した．

3.仔、稚魚の飼育および生皮

昨年度の精製から、クロレラ濃度は4×10*個/GC1こ尿つようつとめ愚一方、ワムシは40浬ケ

網目のゴース･布でこして与えた。また投餌の齢と方法については、役餌競はふ化後3日～10日主

では1水槽あた'I1日i回60蝿個、11日～17日ぱ1日1回KO～100塊個、その礎は1日2

回1回に80劇～I00J51間悲与えるとともに、描潰魚肉と新しくシラス州配合餌料のI是合したも

のをネシトに溌抹するほかWj-i'2回59づつ撒き与えた。
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ク ロ ダ イ 採 卵i尼録

一 劃 一

2
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４

採卵L1．i鳥
鯛 3
15:30～l7:o

6月4E
ifiroo～17:30
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15:30～i7:oi

6月8
14:00～15:3

採卵聾 12興粒 40蝿猫 15m 10&*

受〃i卵1 6.6脚粒 28瓜胤 4.5茂魁 fi瓜淵

受附爵 55％ 701 30 60ラ

ふ化までa
9fl

37時IHI～48時Ill 35時II!)～45時II
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2）クロダイ椎仔魚の生長にともたう

消化酵素活性の変化についで

小 菅 弘 夫

海I噌魚頚の種苗生潅について各地で技術の鮒発、研究がなされているが、餌料q爵謝時期および餌

料内容の而についてはまだ未解決の点が多く、承府においてもクロダイ剛苗生姫技術の向上をはか

るためにはこの問題を解決することが急鶴と考えたので、京都大学大学錠生川合真一郎氏の参画を

得てクロタ.イ稚仔魚の生長にともなう消化酵素活l生（ペプシン雛酵素、トリプシン雛酵素およびア

ミラーセ．）の変化を調べ餌料内･拝についでの検討をはじめた。

試験方法

1)供拭材料

試験に供したクロダイの卵、稚仔は、兵I県津名郡五色町都志附近において刺網漁獲された親魚

を用いて採卵、受繍し、識時1M後賦駿場に持ち冊I】バンライト1トン水糟中でふ化し飼育したもの

であ為｡

2）飼育餌料

ふ化約60時間後に35鹿個/citn濃度にMarinech1ore11aを入れ、また3日目から

は毎朝MarinechIore11aで培養したHrachIi,nusp1icaIi1is0．F･¥lUユー

1er(以後G一ワムシと略す）投与区とYeastで培蕃したBrachii,nuspiicatirus

Mul1er(以後Y一ワムシと略す）投与区に分け、I0日目までは2～3ゴノfcc/ton、I0日

目から20日目までは4～5コ/cc/tonとなるようにそれぞれのワムシを投与した。ふ化後20

日頃からTlgriopus獄クロタ,イの肉、アルテミアなどを与えた。

消化昨緊活性の測定

ふ化2IMil、1日前、ふ{臆後、ふ化後3日、11II,18日、25LU32日の計8回、150

～2000胴体づつサンプリンク°した。
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炎1クロタ・イふ化役の生隆にともなうプロテアー･と・活性
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摘 I 男

今回の消化酵素活1生変化の試験から次のような結果を得た．

I)受碕直後の卵に弱いペプシン醗酵索の活挫が認められ、ふ化まで徐々に繍生の上外が縄めらｵ1．

たし

2）ふ化後3日からトリプシン様峠素の活性が認められ、11日目には急激な活"t-の上f(約1500

倍）が認められた。卵黄唖収後、摂餌鮒始期に入I】、体内で酵素タンパクの合成力活発におこな

われていると考えられる．

一万ペプシン雛酵素の活性はふ化後20日前後で顕著な噸大を示し、これは仔魚体内での間伽

形成期とほ鷺一致している．この'痔期がワムシから大型プランクトンあるいは魚肉への帳挽期の

1ポイントに汀ってい患いではないかと考えられる。

3）アミラーゼ活性はふ化後11日あたりから出雲し20日肺後から急激な増大を示した◎

クロダイもコイと|司じくアミラーゼ活性が大きいことは、クロダイの配合餌料の開発が可能で

あ愚ことを示唆していふ。

'1）G一ワムシおよびV一ワムシ投与区における消化解素活性の差異はあま1]顕著でなかった。

5）試職場周辺の波打渇域で採架したクロタ.イ稚魚(T、1.13,50房厨）と試戦節l背中のほぎI司サイズ

の稚魚とにおける消化鮮緊活|生存比陵するとペプシン難解猫の活nをのぞいては、いずれも天然

の稚魚の方が低いようであったc

－ 諏 一



3）グリーン・ワオーターの仔椎魚飼育水
としての効果について

小菅弘夫

魚類種苗生姥において、ふ化直後からの飼育環境づくI)として、クロレラあるいはクラミドモナス

のク・リーンウオータ－（以後G.Wと略す）が用いられている。このG、Wの効果としては従来から

1）餌料効果、2）破棄禰給、3）飼育水の浄化、4）暗り、5）ビタミン*.tの生成などがあげ

られ仔稚魚の歩留りの向上に役立つとされている．

承試験においては、これらの総合された効果を確認するとともにG，Wの濃度が違う場合、また仔

稚魚の成長段階の違った時期におけるG、Wの成長、歩留におよぼす効果、またG.W自体ばかりで

なく、クロレラによ'｝生成された未知の物質が効果作用を引起しているということについても検討し

た⑥

材料および方法

試験に供したクロタ・イの仔稚魚は、昭和46年6月7日に兵駆県津名邸五色町漁協に水揚げされた

クロダイ親魚より得られた受崎卵を、海水1／に1葛粒の割合でビニール袋に入れ水試に輸送、採卵

約4時間後水温凋整したうえバンライト1トン円形水補(iff径140師、深さ85cm)に3～4曲粒

収容し、同タンクでふ化、飼育I,たものである。

試験露育水としては

1区グリーン．ウォーター(MarineChIore11a)

2区％濃度グリーン・ウォーター

3区1/4濃度ク．リーン・ウォーター

4区G、Wを孔径08ミクロンのミリボアーフィルターで吸引ろ過した海水

5区原海水

6区素廃ろ過筒（有孔半径1ミクロン）による隅密ろx弥毎水

7区舗密ろ過海水をミリポアーフィルターで吸引ろ過した海水

以上の7区に分け、試験1ではそれぞれの飼育水を街たした30I円形パンライト水槽Iこふ化後5

日目の仔魚を200尾づつ収容し20日IⅢ飼育、また試験2ではふ化直後、ふ化後10日、17日お

よび25日目の4成艮段階での仔稚魚をlイピーカーの各試験海水に、それぞれふft/ft後、ふ化後10

日、17日の仔魚は20尾、ふ化後25日のものは10尾づつ収容し祉粍の状態を調べた。

一 銘 一



試験1．ふ化後5日目から20日Ⅲ1の飼育轄鳴

この試駿においてはG・W濃度の商い区での死仔魚の確溌が困鑑なため、成侵および歩留りは試験

終了時のみにとどめた。餌料投与その他飼育驚埋は同じ条件になるようつとめた．

成長と歩留り

供試任魚は平均体長(T、L)3.52噸であった。終了時における各試騒区の体長、体唾は表一

のとおりである。

表－1試韻終了時におけ墨仔魚の平均体長および平均体蕗

~～趣里’
体長耳■ 12.4¥ 11.7 11.4 13G 107 9．92 102-1

体砿叩 23．2： 16．8 14．2 26．8 12．2 7.5 12.0

ここで示すように成長の一番良かったものは4区であるが、C・wに関係した癖区がいずれも-n

い成長率を示している。この試議においては一応供試仔魚にワムシの摂餌能力ができたと思われる三

日目から試験に供したのであるが、完全な餌料転換が行われないためワムシのみの投与では餌料要求

を満たせ式まだ当初においてはGwが仔魚の成長に関与しているように思われる．

また各試験区の歩溜I)は表-2のとおりである。

表－2表－2試験終了時における生醒

5

生存尾醤 5’ 81 101 38 93 90 60

生残率言 28_： 41．， 50 46．5 41 :i(i

最も良かつためはG・W濃度が1／4の3区。成長で良い放談だった1，2区は歩留IIでは逆に4

6番と悪い｡一が成長のふるわなかった5，6区は歩留1)では2，3番でおI)、歩釘1Iと成長との

間には相反する結鵬を生じている。成擬、歩留')について考えてみると稲苗生蛎卿喋においては一応

20日前後からの餌料転換期と共喰いの起こる時期に40～50％の歩留り寺解ることが望まれる。

このようなことからすれば2，3，5，6区が-f種そめ哩求を満たしているが､なかでもG・W1/4濃

腰の3区では505発と非琳に高い航を示した。

飼育水の環境としてはpllと亜硝鹸態窒素について測定したが、総果は表-3，4のとおりである

供試哩収容時において1，2区でpⅢ9．65，9．ii5と商いアルカリと7.8Gﾉ《9．atoms/8，

7．3'1四．atoms//と高い亜硝酸､壁素濃没を示したが、これはクロレラによる,m>i作用と繁繁
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同化作川によるものと恩われる。亜硝酸態緊素の変化において一齢安定を示したものは、3，4区＝

一方著しく瑚大したものは6，5，1，7昼の掴である。

炎－3各試験区のPH変化

2

6月17［ 9.6f 9.05 8．75 8．30 8.1(1 7．95 8,“

6月2113 8.n 8.20 8.3f 8．14 8．30 8.18 8.1ミ

6月2‘1日 8.0： 8．10 8.If 8．42 8．29 8．29 8.11

6月28in 8．57 8.21 8．3（ 8.70 8.1〔 8．40 8.If

7月1日 8.41 8.12 8.5〔 8．16 8．25 8．39 8．21

7月5日 8．7（ 8．90 8.9： 8.50 8．62 8．50 8.2§

炎－4各試験区の亜何溌態譜擢の変化

(ノイダーatoms//》

6月2()日 7．8f 7．34 6.3 6.li 1.85 068 1.90

6月25日 8.1： 14.36 5.oa 6．61 1.0（ 2．58 4.0

6月30B 13.59 25．55 7.6 9.5 3．53 5．98 8．97

7月5日 29．3（ 23．24 9．59 13.86 24.4f 27.OH 20．66

これを戒良、歩制I)の総合されたものと考え合せ愚と、いずれも下位であり亜硝峨塵宝索が成腿、

あるいは歩禰l】になんらかの影稗溝及ぼしていると,似われる．2，3区では一応安定した状態であっ

たのと成蛙､歩冊I)が良かったことを見ろとｸﾛﾚﾗによ'Jfii崎畷境水の浄化は一応望めそうではあ

るが、そのバランスについてはなお検討する必要"秘る。

試診2.m過段階別の飼育捨染

ふ化iffi後

ふ化ffC雄のif.魚は体世約2.5厘厘、半透明でyo1kはまだ吸収されていない。背骨は曲っておI)撤泳

力もなく水の炎而に浮んでいる。ふ(u&vwm経過する頃よI)沈TするためGreen区でば生死の確

‘蝦が鐘しい・その後約I0時|川たつと仔加エ呼び浮上してくるが、こ砺聯の状態ば噸を下にして逆立

をしたかたちである。汁骨はt'i'びているがまだi藤泳力は乏しくふ化陵30時(ill頃よI)小きざみな城泳

が処られろ。この時の(飛魚数を確認し以後沈下していったも’‘を死亡とL-た。
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緒染は図-Iのとお｛】である。なお、この時期における伽育環境水'､みIkGreeiiwatei

2区1/2(Jreenwater，3区GreenをMFでろ過、4区原水の4区に分けた鱗

鯨泳状態は『.reen区でやや活捷な動きが見f.

れ、生残率も2区で良い精巣が得られたが、この

1群期'減耗はyolkの大きさ、壁等の卵樋や発生

I群I川によるところの影群が大きいと思われる。
張

"”

2
，

0包専

昼忍＆唖面亨"。

庁 迂

津⑳毎曲

和⑰－一雨一一一一一盃

図－1ふ化爾後′,仔魚の減I剰越鴬

ふ化後10R俄任魚

1トンタンクで飼青中のふ化後10日の仔魚

（平均T、L4.0)をランク，ムに注意深くとIj，

飼育水を異にLた1＃ビーカーへ水温差がなくな

ったI時点で移し試馳を開始した。各条件のビーカ

ーは特異な輪果でないことを蝋認する,霞味で2崎

づつ用いたがほとんど変i】なかった｡

試験開始時のクロレラ濃腰はI区150醜コノに

2区75猟.,<5c，3区35蝿ゴ心．であった。

減耗の状態は5時I川ごとの観察を行い図－2に

示したとお')である。50%の戒耗率を示した時

点の最員群I川は3区の66時ⅢI，最短はI区の

30時間で両者には約2倍‘､開きがあるもまた

全仔魚の死亡までの時間で比較すると鰻艮は3区の 8時|Ⅲ、以下2区、‘1.5区、6区、l厩、蕊

短は7区の541時ⅢlであったO

この識《?において1区で急激な減耗を示したが、こｵ'は叫らかにj躍紫状態によるガス病である言

2“においてもガス病が若干見られたがこナ..うのことかF,すｵ1ばこのI綱91のクロレラ数は50～

6(鯉｡/℃C.におさえる必嬰があ為ことがわかる．3，′11ŝ 減耗曲線がゆるく、5，6，7区と曇

蛋が認められるがこれはクロレラおよびその生成輪の餌料効果をうながすものである。

ふ化燐17;lの仔魚

狐時期においてもffl)期とMじく1I､ンタンクで飼育中の仔鞠（平均T･1.7厨遍)港'試験に供Lた

飼育中の餌科とLては毎刺ワムシを4～5n/ccとな為よう6二与えていたがクロレラの濃畷は約

2《鱗．/℃cの濃煙であった。
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菱－5試峨側嫡時および終詞『寺の

pllと躯6騨態竃緊

p1l 亜h謹態窒尋

隠始I堵 終~了i月 開嫡輔 終了時

9.8 8.8 2.6 9.7

8.9 8.6 2.0 4.0

8.6 8.3 1.3fi 2.5

9.8 7．92 1.22 29

8.4 8.0 04 32．

6 8.3 ,sI 0‘1 0 8

8.3 8.1 05 I.OS

今回の1区のクロレラ濃腰は3549S/cc，2区177薦ゴノ℃c，3KK9劇つ/bcと前回の約2傭の濃

度で行うことになったが、ガス病による死亡は全く認ぬられなかった。50％の減耗を示Lた時期を

見愚と般側畔l川は2，5，6区の66時|Ⅲ、股短は4匹)36時間で順位は2,5,6区、1，3区、7区、

4区'噸となる．また全仔;魚死亡まで倒群I川は最良が3区ダ､I32BSIⅢ、焔短は4区の78時間、全

体では3，2，1，5，6，7，‘1区の噸で、3，2区は10日目よりの試鈴に続き良b戒績で左‐

た．亜硝澗膜篭緊の上昇がI区で7．09〃ダ・aIoms/t、2区で2,07ノィダ・aIoms/(，3瞳で

1．69脚タ・atoms/(を示したが、これはクロレラ培養のための硝酸懇がクロレラによII硝化作弔

を受けたためと思われる。一方、5区での上昇は海水中のバクテリアによるもので盛ろう。

ふ化後25日の椛魚

争寺期''試験に供Lた『fr魚は、I8日目よ.チグリオパス、プライン・シュリンプ、ワムシグ3flfi

i昆合投与に加え、20日目よ'】ば捕潰魚肉をネゥトに塗抹し垂下Lていた･また擁分10‘裡度の換

水で流水飼育Lていた・

今回の供試推戴散、稚魚が大きいため（平均T､LI2")10尾とした。クロレラ窪は今回は

区20fi.'li/cx-，2区103典./tc、3区5狐./ccで棚始したが、いずｵ1も終了時に増加してお1)

I区293脚./cc、2K19G蝿｡/bc，3区I56蔦コ/ccとなった。減耗′，状態は6，7区で拠階な

結果を見たため痔試験したが、同じ状態であった。他は今までよ1)もそろった傾向が見られる｡

50%減耗まで'時|Ⅲは般長が2区の9fi時|Ⅲ、最短が7区の数分であったo100%死亡まで、

唯長は3Kの126時|Ⅲ、以下2区114時lⅡ1，5区、4区、1区、6厩、7区となる。
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倣峨開始mと終了II蔀のpH，j剛毅態.削鍬は表-6のとお1}。
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図－4ふ化後25日目の仔魚の減耗状態

炎－6試験開端Vfおよび終了時のPHと

jin硝厳態寵索
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Pll

I｝K 終了時

亜砺梗態窒引

崎呼 終了'91

9.OS 8．71 5.‘1’ 1.01

“
■
“
■ 8，5§ 8,3（ 2.6 3.94

3 8.3（ 8.】1 2.11 4.芯I

’
〃
０
１ 9.Oi 7.9（ 6.8〔 7．61

■
・
一
弓 8．21 8.1（ 1．91 8．69‐

8.OS 8.11 0．541 1.21

1 8.1（ 8.11 O.Bi 2.07



|）産卵期におけるクロタ・イ生,息場)環境調査

小菅弘夫

クロダイ:側苗の初期飼育環境夢因を究明するため天然に鈴け器娠卵暢、仔稚魚生息環琉について調

侭を行った。

今回の調睡は、過去3力鋼川に採卵用蝿魚が多く僻らｵ1た兵AI(県津名＃H五色町.郡志の北方約2肥と

沖合い1．5肋の海域で、嘩卵前期の5月中旬と卿畷の6月上旬の2回行った。

調毎方法

I.識燕期IHI昭和46年5月I1日～I2ii

6月10日～11I!(12起点、離日2回

昭和46i*ifi月10日15:00～6月11II12:o

調掻船「はやて」による2I時:錘続這点観測

2．調薩地域の地理的環境と観測地点

訓遜区域は都志港と五斗崎な結ぶ海犀線約2A"と沖合約1．5A卿の肺1用の海域で鞭)装線はI栢北にほ

嘗直線上に走ってお')、流入河川水とLては川幅約1dmの郁志川が1本あるが流水篭は多くなし、

観測点は図-1に示すように北西一南東巻結ぶA1<CDの4定線上の告3点、計i2点をもう

けたく
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各定線のl地点は海岸線近く水深2～3ni，2地点は水深7～8m，3地点は15mで魚群探知

鰯によI)得られた比較的急な傾斜を示す地点を選んだ‘.またこれらの地点はクo^イ魚盤の為の刺

網也域と一致しており時期を追うごとに形に近づくが5月中、下旬は3の地点、6月上旬には2，

3の地点で漁獲されるようになる．なお6月の観測ではA点をはずし、5月の観測で卵の得られた

D点の北に*.、’も点をもうけた。

調藤結果

1．底質

図－2に示すように観測海域の底質'よ砂あるいは砂泥であI】、特異な#蝉は麓められなかった。

麺応村近五嵐晩画垂測地魚
一一一÷－．－

《“.●､g－4e､0.IOD
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た武五斗埼周辺錨では濡水調琵を行‘ったところ蔭岸50～70m附近まで直僅2～3mの,臼が多く

あり、石には主にアオサ淳、葉艮の短い緑、胸藻撤が繁っていた。また五斗崎の北西200m～300

mの水深約6mの区域には地ﾗ醗協によIIボラ磯としての投石がなされていたが、昭和30年Iこは同

地点へ兵血県により轟さ163函、硬横123画の魚巣が301固ほど沈設されている。、

2．水温

5月11日の観測時における表ifti水柵は朝方の2地,点でI4．5℃が岐雌で峨砺は16:ooに観測

一聞一



表－1クロダイ産卵場環境調査（1）

観測日時5月11日10:50-18:1
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表－2クロタ・イ産卵場環境調恋(2)

鯉澗旧Wtr5j)I2日9=25－】l=40

流Inl似観測地点
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したA,の18．2℃であった。沖合1.5航のA3、"3、c.と耶割lの影騨を受ける¥、̂2ではIl:
00～12:00の捌測でI4℃台であったが、14:00の観測でI:tともに16℃台を示して鈴I)、III

の湛喫変化は約3℃前後と思われる。

’力月後の6月10日の捌測では各這点とも表面水温は21.0℃を示しており、5月の捷測群.CI)

5℃上外を示している。底踊での水温もC、D,と新しくもうけたB|で21℃を示したが、沖′'C，

3ではI8.1℃を示しておI)現地の獅而の活と考えあわせると、クロタ.イの賑卵は底肘の18℃水

塊とともに稜肋寸ふようである。

3．濁度

濁喫は調鉦船「はやて」に聯収された械河施磯KKIPK'DAK-I2形濁皮剥によI)測這したが、

5月11日の詔測汚には赤潮の発生が見られたためD2でば弓聯4.5ppm(k紐⑪1in)を示したが、

娠凋が『肖えてからは測定点による雄はほとんどなく1.3～1.9ppmであった。

4.謹飛ht

5月11日の糎衆散は、鮒志川河口約200mの蝿測点Bの炎ffii水でI7.7船と他よI)やや低い

価を示すが、他は18．0－18．3齢とほとんど変りがない。
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表－3クロダイの卵椎仔生息場')環境調査(&：
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表－4クロダイの卵稚仔生息場の環境調査(2)
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6月10，1I日は両日とも－時雨が降ったため全域ともI7鈴であった．また上下鰯では岸に近

い各1点は波のた遇かほと苑どかわ1)がない。一方各2，3点の上下では4～5加騒附近で差があこ

われておu雨水の影響は2～3ﾉ"位までで炭った。

5．水紫イオン涙没(pll)

pllは今回の観測期間に蕊この観測地域において変化はなく、2I時側連続定点観測においてもほ

とんど差があらわれなかった⑥

6．プランクトニ

5月1I，12日のプランクトンmvは各地点とも水深2.5mからの韮蹴哩きでおこなったが、弱

い赤潮が発生していたこともあnNoctiIucaが非常Iこ多かつた。また全｛報勺な&頚プランクト

ンやその租成にはほとんど変化はなく、特に多く見られたものは鞭毛妬のNoctiluC愚，Cerat－

ium,Peridinium,珪藻'頬のClleatoceros，Rizosolenia，EucamI1ia,Nitzs－

hia,Coceino(iiscusそれにCopepodaであった。魚卵の発見されたのは観測点'̂3た

賀一点であったo

,6月10，II日の採集は1'一ラインの北にEラインをもうけ、また水平曳きも加えておこなった

結果、E【の水深2沈からの麺貰曳きとE.-E,の表府水平曳きのいずれの回にも魚卵が見られ、産
卵地域がこの附近で由るとする推測を強めた。一方出現プランクトンの組成は5月とほ曾同じである曹

7．定点表層遮職観測

。ノ 〆

才“34．25′24''、東径13‘1471‘1の五斗崎西方200班、水深7ﾉ"地点において定点表

層連続働碩ﾘ(g;!ioBisoo~iiai1.80)を実施したがその結果は表－5のとおIで参る岳
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表－5クロダイ卵椎仔生息場環境調査
（定,点表尽連続観測）
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ヨシエビ種苗生産 試 験

時岡博

ヨシエピの大涯産技術の確立を図るため、前年度はクルマエビ同様の生産方式で試験を行な

い、30トン水槽で体長2Ontの椎エビ約10万尾が生産できた。

今年度はこの成果を再度実証するため同様の方法で種苗生産試験を実施した。

材料および方法

親エビは下荘漁協（泉南郡南海町）の底びき網（石げた網）で漁狼されたものを使用した。

試験池はコンクリート屋外池(2.5w×8,07〃×1.5w)2而を使用し、飼育海水はサンラ

ン150目（化繊網）布でろ過した。

試験は8月3日～9月30日（親エビ各18尾収容）と8月I1日～10月15日（親エビ

各17尾収容）の2回実施した。

産卵ふ化後の飼育餌料として、ゾエア期は飼育池試験池に栄養塩知を添加して珪藻を繁殖せ

しめ、ミシス期以後にはプラインシュリンプノープリウスを与え、ポストラーパ期以後には雑

エビのミンチにかけたものを投与した。

結果

親エビを収容した翌日の午前中にはふ化し、10～12日目にはポストラーパに変態した。

その後40～50日間育成して、体長20～30撫で1池当り20～25万尾の生産ができ、

クルマエビと同様の生産方式で大撒生産が可能であるが、ふ化幼生がクルマエビより小さいの

で、安定的、産を図るためにはミシス期以後の勘物性餌料の検討が必要である。

成長と餌科

ノープリウス期ゾエァ期ミシス期ポストラーパ期

0.3～cw厭厨0.8～1．7厨月2.2～2．6砿29”～
1－ 1

珪浬（スケレトネーマ等）

プラインシュリンフ.
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イソゴカイ養殖試験

吉田俊一

本年産はイソゴカイの生殖型（産卵個体）雌雄の形態比較、収容虫体数のうち生殖型として浮

出してくる割合（浮出率）、性比、産出卵数等の産卵生態を調査研究した。

方 法

前年庇開発した飼育方法により養成した親虫1537個体について、その浮出率と性比を、ま

たこのうち雌雄各no個体のほふく部の環節数を、さらに雌20個体については産卵前の体

重を測定後、スライト・グラス15枚を敷きつめた槽内で産卵させ、全グラスに附着した卵数を、

ついで産卵後の体重をそれぞれ測定した．このほかに産卵行動の観察を行なった。

結 果

生殖型のほふく部環節数は雌が17～23(平均19.4±1.12)、雄は14～20(平均16.1

0.90)である。浮出率は43*で、その性比は1:1.34と雄の方が多い。

産卵前後の体亜差からは産卵前体重の55．7％が卵の亜祉であり、産卵前体重(w)と産出卵

数(N)の間には

N=(7.25×10*)w-f720

の関係かあり、多くの生殖型が0.3～0.59であるところからl個体の産出卵数は約3万粒とみ

なしうる。この卵の受輔率は正常産卵の場合には95影以上で、ふ化率はほぼ100％近い．生

殖型の遊泳速度は26．3”／秒で、産卵I淵始から終了までは約5秒、産卵後雌は直ちに、雄は3

～4時間後にへい死する。

なお本報告の詳細については近刊の「水産増殖」に掲載されている。

出してくる割合（浮出率）、性比、産出卵数等の産卵生態を調査研究した。

方法

結
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のり養殖技術普及事業

安次嶺真義小菅弘夫

府下ののり養殖馴業は順調に伸長してその饗殖技術はぽぼ全国的な水準に達したが、採苗と室

苗技術（自家採苗）については、まだ技術の修得が充分とはいわれない点がある。そこで本年度

もひき続き、下記のとおり採苗と育苗お､よび本府に適応する優良品櫛の導入など、養殖管理に重

点をおいて技術普及に努めた。

1．のり養殖検討会の開悩

昭和46年9月1I日9時30分～12時3Ofl-

於水産試験場会議室

関係者39名参加

会議内容

0）46年庇ノリ漁期の海況予想について

e）乾海苔の調整販売について

（3）ノリの添加剤と抗生剤の使用禁止について

仏）オオパアサクサノリの養髄について

6）科学映画「アサクサノリ」の上映

2．のり養殖通報の発行

昭和46年10月～47年3月まで計8号を発行し、技術指導ならびに各秘精報の提供を雲

なった。

aのり養殖技術巡回指導

昭和‘&6年9月27日～47年4月10日戎での養殖期間中、毎月2回以上府下のノリ漁場

を巡回し指導を行った．なお採苗時期（10月）と果胞子付けの時期（2～3月）は巡回数

を多くし、また糸状体培養期間中（4～9月）も随時巡回指導を行った。

○ノリ養殖概況は次のとおりである勾

9月

〔気温〕上旬は平均24.6℃、中旬は平均23.1℃で共に低い。下旬は23～27日に一時
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上外したが、その後は降下して平均23．5℃で昨年より1．C商めである。

〔水温〕上旬は平均2.卜.8℃、中旬は平均2‘ﾙ.5℃で共に昨年より低い。下旬は23日から

気温I『1槻上昇したが、後半には少し降下し平均24.6℃と昨年より0.6℃低めになっ

た。

“水批.比亜〕降水放は少ない。比亜は2a27で昨年よりやや低めである。

〔銅概況〕各地区とも採苗準備は大体完了した。28日には中部地区の一部で半ズポ式採

苗がUfl飴された。（昨年は10月2日に開始した。）

10月

〔気温〕上旬は平均18.6℃、中旬は平均1m3℃、下旬は平均15.1℃と順調に降下した。

各旬とも昨年より約2℃低くめにたって一段と涼しくなった．

〔水温〕上旬は平均27℃、中旬は20℃台が数日続いたため平均21．3℃、下旬は平均

20.5℃で大体噛調に降下した。昨年よりは各旬とも約1℃低めである。

〔降水抽.比並〕降水獄多く比亜は2160で昨年より少し低めである。

〔養刑概況〕採苗は各地区とも3～8日に本格的に側始された。芽付きは一般にう寸付もむ

ら付きのものが多く、一揃肋地区では再採苗もみられた。その後海況が良くなり13

日以蜂の採苗は良好で、行成もl蝿ﾘに進んだ。なお本年初めて移殖を試みたオオパ

アサクサノリも順調に生育している。一方芽が5～7”に伸びた採苗網は、府漁連

の冷戯Mその他に約3.000枚が冷蔵網として入庫された。下旬になると海況は悪

くなり、丁オの蒜生が多く芽いたみも発生してきた。

I1月

〔気温〕上旬は大体15℃台であるが、8～10日は11℃台に急､降下し、平均は14.6℃

になり昨年より少し低め。中旬は平均ia4℃で昨年並、下旬は一時10℃以下の日

もあったが、平均は中旬同様ia4℃で、昨年より少し商めである。

〔水湛〕上旬は平均19.2Cで昨年並、中旬は平均18.2℃で昨年より少し高め、下旬は後

半に降下したが、平均17℃で昨年よりやや商めである。

〔降水ift､比亜〕降水牡は少ない。比煎は24.32で、昨年より商めである。

〔養殖稜況〕各地区とも70～90先の採苗網が入庫された。20日ごろには、中部と南部

地区の一部で本張が開始されたがまもなく赤く．されが何部的に発生し、また他朕か

ら購入した網にも、縮み、曲り、細胞の不親則な分裂など異補が見られた。その後

に二次芽採苗も各地区で盛んに行なわれた。一般に芽は濃梧に短期間に付も、削合

健全で良好であった。オオパァサクサノリも順調に生育している。下旬には網の展

・開、背苗漁場の整理、アオ･の駆除などが盛んに行なわれた。
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12月

〔気温〕上旬は7日から連日強い北西の風が吹いたため寒くたり平均10.2℃、中旬は平均

8．8℃、下旬は平均8.2℃になり次第に降下した。しかし各旬とも昨年よりは1℃程

高めである。

〔水温〕上旬は平均15.2℃、中旬は平均1;u!℃、下旬は平均I2.7℃になり順澗に降下し

た。各旬とも昨年よりは1℃程商めである。

〔降水飛.比重〕降水量は多い。比箪は23.05で昨年より商めである．

〔談殖概況〕本張は各地区とも主に上旬を予定していたが、荒天続きのため少し遅れた。しか

し20日までには70～80影の冷蔵網が張込まれた。海況は中旬まで大体良く、ノ

リは順潤に生育した。なお早期に張込んだ網から摘採が始まった。しかし下旬にたる

と、波立ちもなく海況が悪くなり、ノリの蒙休は活力が低下してケイ藻（リクモフォ

ラ）の付着も目立って多くなった。一方支柱では、強い低気圧のため育苗中の二次

芽網がナれいたみになり、使用不能になったのも出た。

1 月

〔気温〕上旬は平均7,6℃、中旬は平均8.3℃、下旬は少し降下してまた7,6℃になった。

各旬とも昨年よりは約2℃高めで、例年ならば3月中旬並の暖冬であるへ

〔水温〕上旬は平均12.2℃、中旬は平均11.9℃、下旬は平均12.0℃である。各旬とも昨

年より2℃程商めである。これも例年ならば3月下旬～1月上旬並の高水温である。

〔降水没.比重〕降水盆は多い。比亜は23.31で昨年よりやや高めである．

〔養殖概況〕上旬は伸びが一時悪かったが、その後好松し生長か良くたり摘採が磯んになっ

た。しかし昨年末からの高水温、無風がたたり、全般的にケイ藻の付着が多くなり、

葉休はつやがなく、縮み、死葉が混ってきた。をた白く・され症状や赤ぐされの病害が

出た。中部地区の一部では、赤く．されの蔓延を防ぐ．ため18～21日までの間、ノリ

網の一斉撤去を実施したところもある。その後綱害は各地区とも下火になったが、秋

芽網、二次芽網とも1～2回の摘採で網を交換した。

2月

〔気温〕上旬は平均6.8℃で昨年より3．5℃商め、中旬は平均7,7℃で昨年並、下旬は平均

5．3℃で昨年艇D3．5℃低くなった。

〔水温〕上旬は平均I1.8℃で昨年より2．5℃高め、中旬は12日に本年艇最低水温9℃を記

録したが、平均は10.5℃で昨年よ';i℃高めになった．下旬は平均10,3℃で昨年よ

り0,0℃高めである。

〔降水魁.比重〕降水録は多い。比重は22．74で昨年エリ低めである。

〔養殖概況〕全般的にノリは中旬の前半ごろまで伸び悩みの状態であったか、17日ごろから減
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水温が上昇し、海況も好転して生長はく・んと良くなった。冷蔵網は20日ごろまで

に北部と中部の地区では全部出血したが、南部の一部には玄だ入庫中のものかかた

りあった。

3月

〔気温〕上旬は平均5.6℃で昨年並、中旬は後半になって急上昇し10℃以上になったが

平均u6℃、下旬はさらに上昇して平均11．7℃になり、程めいた暇かさになった。

〔水温〕上旬は後半から徐々に上昇して平均10.2℃、中旬はさらに上昇して平均11.5r

下旬は一段と上昇して12.4℃になった。各旬とも昨年に比べると、それぞれ1.5-

2.0℃高めになった。

〔降水蹴.比亜〕降水量は少ない。比重は2“3で昨年より少し低めである。

〔養殖概況〕ノリは良く生長し、摘採は各地区とも盛んである。またオオパアサクサノリの

生産も好調である。南部の一部で入庫中であった網も出庫された。中部地区では、

下旬になって「色落ち」の兆しが見えて来た。

4月

〔気温〕上旬は少し低めの日が続いて、平均MH℃で昨年より1.6℃低くなった。中旬

は後半から急上昇したため暖かくなり、一時は5～6月ごろの気温になったが平蛇

15.5℃、下旬は平均15.6℃である。これは昨年より2～3'C高めである。

〔水温〕上旬は平均12.3℃で昨年並、中旬は平均14jO℃、下旬は平均14.9'Cに上昇し

た。これは昨年より1.0'r程高めである。

“水赴.比亜〕降水丘は少ない。比重は2aoiで昨年より低めである。

〔養殖概況〕各地区ともノリの葉体は大部分老化現象を起し、「色落ち」も一段とひどくカ

リ、ケイ操の付着もまた多くなった。生産は急激に減り、15日ごろまでには大体

終漁になった。なお､この時期は昨年度とほぼ同じである。

○のり餐殖業の現択

45年度 46年度 前年比

経営体濁 7 9 83 1．0

従業者ヨ 331名 211名 0.6S

施 設＃ 77相 40ii 1.31

網ひび総使用枚3 19.830枚 21.637杉 LOi

生産枚＃ 13.591千 18．11 千イ 1．33

l柵あたりの
1．623秒 2.096* 1.3〔

生産枚ヨ

l網あたりの
685杉 837秒 1．22

生産枚＃

平均単価 11．19! 14.32P 1．21
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のり養殖経営実態 調 査

小菅弘夫

のり養殖躯業の経営合酬上と普及指導をはかるため、府下のり萎殖継営の実態潤鷲を行った,､

潤査方法

この調査は昭和44年、45年の持網数を雅準に300枚以上を大、200～300枚を中、

200枚未満を小とし、大中小の3段階に区分けし、それぞれの区より任意抽出で合計19経営

体（大8，中7，小4)を選び聴取鯛査を行った。

澗査月日

昭和46年12月

澗査項目

I)経営者と家族従事者2)屈用者3)糸状体培養9自己採苗5)柵数と生実一

枚数6）所有機器、施股7）のり漁期以外の漁業8）経験年数の8頂目について調交き‐

行った。

結果

0）家族従事者について

(昭和45年度の実紙より
一部46年度も含む勢

女
勿
州
棚
州
一
一

癖
睦蝋

州
州
聯

邑
Ｉ

鈴
僻04．

5十

o +I_

IⅢ川 〃＃

263136414.66161
IIIIIII
30354045505606

経営者（平均年令42.5才一

4030 2 0 1 0 1 0 2 0 3 0

影
家族従事者（経営者十家族）影

図－1綴営者と家族従事一堂

経営者の平均年令は42.5才であるが、それをささえる力となるべき従事者の平均年令§望

女で42.6才、男では実に‘L“才で高年令者の多い小を示している。
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(2)屈用者について

雇月

平均1．5人
一雇用日数

5096

日以上

MAX.6カ月子均82日
賃金（日当）60影

MAX、3.5m平均1.720円
一

図－2雇用 者

従事者の雇用状況は図－2に示したとおり経営体全体の52影が1名～3名雇用してお､り、

平均1.5名となっている．養殖規模別では大区で88％、中小区はともに50％の屈用率で

ある。

服用者について見ると屈用者1名の経営体は全体の58％、2名のところが35％、3名雇

用するものは7影でこれら雇用者のうち32影が男、68％が女性である。

(3)糸状体培養について
培養枚数

50鰯

刃瑚

購入枚

2暑判￥

MAX11.皿平均4.580枚

注：枚数はカキ紋数

ホタテはカキ殻2枚分として計算

図－3糸状体培養

l

糸状体の個人培餐は低調で、全経営体の35％で府下必要枚数の約5の10万枚程腰を培
益している。その内訳は1500枚以下が2h%、1600～3,000枚が3%%平均2.560

枚である。なお緩営規模別では大区はほとんど他県より購入しているのに対し、中の経営体

の個人培養率は非常に商い．
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(‘9自己採苗について

採苗枚数 50％

100％

している 平均350枚650

50勢
買網

MAX200平均6月数

図一‘4自己採筆

自己採苗は図のとおり全経‘撒休でお､こなわれているが、必要柵網に対する自家採苗数、二

次芽採苗数、買縞数の比率は次表のとおりである。

凹網‘I

6

(5)養殖欄数と生産枚数

浮流し柵数

50％

支柱柵数MAX250平均12
50％

－

MAX45平均27,5i

雌高35万平均19,5万枚

図－5養殖冊数と生産枚数

大阪府沿岸は支柱柵を設世する甥所が非常に少なく撤約80形が浮流し養殖である。管理

柵数はほとんどが30柵以下で全経営体の77％を占めている。

生産枚数は昭和46年度は股高35万枚平均19,5万枚であった。
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⑥所有の機器、施設について

個人持 共同村

所有率

100％

所有率

～25％

作
業
小
屋

採
苗
筏

乾
燥
機

船
外
機

漁
船

80％以上

一
口
『
一
一
一
一
一
・
’
一
一
《
一
一
一
一
（
一
一
一
一
■
一
■
・
－
Ｗ
’
一
一
一
テ

喪
洗
機

脱
水
機

抄
き
機

の
り
洗
い

の
り
摘
み
一

そ
の
他
の

ノ
リ
ペ
ッ
ト

70％以上

隷
翻

30

～50％
漁船含まずMAX、350^

平均投置金額214万MIN，130乃

注：共同使用の分は頭割りしたもの30影以下

-10%

図－6所有機器、施設

施設の難備状況をみると当初共|可施設によっていたが、般近は加工機械のほとんどは値

人所有で約70～80影を占めている。

(7)経験年数

本府ののり養殖事業は歴史が浅く、一部（貝

塚市脇ノ浜）を除いては10年以下でその中5

年以下が68％を占めている。

旧）漁期以外の仕事

図－7経験年数

のり養殖業者の他漁業との兼業状況は

図－8に示したとおり、定腫網か蛾も多

く63彫を占めており全体的に小規模な

漁業に従事している。

なお詳細は別冊「のり養殖経営実態調

在」（昭和47年10月）に記叔L正いる。

33発

図－8漁期以外の仕事
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瀬戸内海栽培漁業事業

1）クルマエビ育成放流事業

時I剛｜W

瀬戸内海栽培混会より配布のあった穂苗を下記のとおり一定期間育成管理し、大阪湾の適地

に放流した。

クルマエビ中Ill]背成および放流状況

泉佐野

谷ill

谷ノII

受久
月E

7月2鋸

8月12E

9月8E

受ノ
尾謁

00二けI

2.00C

1‘70〔

育成方1

網 囲 い

陸 上 池

2）魚類放流技術開発調壷邪業

放流
月日

8月16E

9月IE

9月30|E

放馴
尼幽

2.650諦道

1.100

1.190

放流場『

泉佐野布野出地；

泉南郡南海町尼崎地タ

〃西鳥取〃
■

安次徽英義石渡卓

本年座から新たに主要魚棚の放流技術開発調在那業が尖施され、ガザミが対象棚として取上

げられた。しかし、大阪府海域における本種の蜜源、生態等については、ほとんど調査されて

いないので、府下の特定海域における本随の生育漁場綱交と瀬戸内海栽培漁業協会から配布され

れるガザミ狐苗の保穫育成方法の検肘を行った。

1．生育漁場調査

近年ガザミの漁狼逓は激波しておりとくに生育漁場といわれる海域はないので、過去に好

漁場であり今後の放流海域に予定している泉南郡南海町男里川河口から岬町淡輪におよぶ間

の沖合5,000/までを調交海域と定め、この海域に鯛ﾖf定線を設け月1回(6月～12月）

底びき網（石げた網）による試験操業を行い、ガザミ生息状況とその生物環境、物理的環境

の調査を行った。

(1)ガザミ生息状況について

今年度は近年には珍らしい好漁となり試験操業で計41尾が採抽され、定線1．6．7

の男里川河口とその沖合で多く漁獲された。時期別では8月下旬から急､に斯加するが、こ

れは“F度発生群の成長によるものと思われる。訓査期Ill1中を通じ甲幅60鳳厘以下の小型

群が採抽されなかったのは調査海域が沖合であったためと考られ、放流技術開発の観点か

ら稚ガニの生育蝿所とその漁場照境を調べる必要性を感じた。

（2）調充海域（放流予定海域）の生物環境について

ガザミ生息状況調在で採集した漁獲物について調査した。
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ア）出現祁類について
調査海域定線図

調査海域で期間

中（6月～12月）

／声、に出現した魚類37

;穂のうち特に多い
穆

隙鶏i≠､/ごz′
カ レ イ 、ヒラメ、一

ｼ'泉ｼｼ趣蟹/ぞ／〆が 多かった。、、

が悪審耀、どずどで
ピ、スペスグへ<エビ、、

、

、

、

、 一

重蕊悪屋、､〆ぞ
西鳥取

千

ピの3稲が特に多

く出現した。カニ

類は18種でイシ

,*b

泉佐野市

調査海域

市

ガニ、プタホシイ 輪

シガー、ケプカエ

ンュウガニ等が多

い。シャコ類は2

種類か出現し、シ

ャコがほとんどを

占めていた。頭足

類ではイカ類4種、タコ類3種か出現した。類ではイカ類4種、タコ類3種か出現した。貝類は4種であった。

ｲ）出現棚月別変化について

6月はエビ類（テナガテゾポウエビがエビ類中60&)か全体の49%をしめている

が、7月にはエビ類がやや減少して、シ･ヤゴ類、カニ類、魚奴等が瑠加している。8，

9月はエビ類が激減しカニ類が増加して全体の50％強をしめている。10～12月に

は再びエビ類が畑加して60～70％をしめ優占種となっている。

鋤出現丑について

出現量を曳網面積1．00Onf当りの漁獲量で比較すると、6月が最高の86個体で7

月は62個体、8月32個体、9月23個体と次第に減少したが10月には42個体、
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11月70個体とj鋤nし、12月にはr:び減少している。

エ）出現批の定線別比較

沿岸（定線1,2,3)と沖合（定線7,8,9)の比較は6月から10月の側は、沖

合がやや少なく、11月と12月は沖合が沿岸より多くなっている．次に南側（定線3,

4,9)と北側（定線1,6,7)の比較では北側が各月とも南側より多く出現し、ガザ

ミ採抽と同じ餓向がみられた。

(3)調査海域の物理的環境について

力水深

調査海域の水深測定は調査船の魚探によったが、定線1,2,ii,付近は水深I11～I:'.

洲、定線4，5，6，付近は1A～15m，定線7,8,9,は16～18加である。

イ） 底 質

調査各定線の北端を採泥点とした。粒度組成によると定線3，4を除く各地点とも泥が

78～95％を示していた。定線3，‘1･は瀬に近いためか砂や貝殻が多かった。強燃減量

は各地点とも86～9.1影の範囲であった。

2．保護育成方法

0）中間育成梱の設置について

ガザミ梱苗の中IⅢ育成鴇の設股方式としては、小削網生賢（水試地先）と沿岸囲い網

（南海町西,偽収地先）による2方式を採用した。

小割網生焚は6'"×5"I×3’"の口型で、沿岸囲綱は10ﾉ"×20"』（200"/）の

仁．型である。網地は共にサンライン網24目を使用した。しかし沿岸囲い繕は、設画

後間もない8月30日台風23号の襲来により大破したので、同網による中間育成は実

施出来なかった。

（2）カザミ狐苗の受入について

瀬戸内海栽培漁業協会屋島事業期から、8回カザミ棚苗の配布を受けた。第1回は、

8月15日活魚船でゆるやかな血気と換水をされながら200万尾が9時間要して輸送

された．秘苗はソ･エアおよびメガロッパ幼生であるが、－部輸送中に稚ガニに変態した

のも混っていた。活力は良好であり、直ちにバケツで小淵ﾘ網生費に収容したつ露2回は、

8月7日トラックにJ二り600‘入ヒト・ロタンク2個と400＃入アルミタンク1個に

酸素を補給されながら、95万尾が7時間要して諭送された。種苗はメガロッパ幼生の

みで、活力は良好であった。直ちに血上のタンクから磯,,Or.'.のホースで'j割綱生涜に

収容した。第3回は、9月22日ライトバンにより600/入ヒト・ロタンク2個に嬢紫

を補給されながら、10万尾が4時間要して輸送された。棚苗はゾエアおよびメガロツ

パ幼生で、活力は良好であった‘,収容は前回と同じ方法で行なった。受領聡数は305
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万尾であった。

(帥小割網生賓による育成経過と結果について

第1回の中間育成は収容日の8月15日から開始し、翌日の16日から18日をでに

はかなりの数の幼生が椎ガニに変態した。変態した稚ガニは小割網生賢の底網や側網に

付着懸垂していたので、長さ3加×幅2〃Jのサンライン網地‘&枚を小訓網生費内にとり

つけて懸垂網とした。残余の幼生も変態したか、椎ガニの減耗は毎日続いた。

餌料は初めプラインシュリンプ幼生と雑エビの挽肉を与え、次に雑魚の挽肉やアサリの

むき身の細片等を給餌した．

8月28日館1回の調査（収容後1‘も日）では、稚ガニは推定21．500尾我存してお

り、歩留は1.1%で、平均甲幅11．6，平均体亜0.32ダに成長していた．その後8

月30日の台風により小Wﾘ網生費が大破したので、0月1日に網内を点検し残存稚ガニ

約2.000尾を回収し得たので引続き育成を行ったが、9月16日（収容後33日）の

放流時の歩留は1.010尾で約50%であった。

飼育期間中における成長度は次表のとおりである。

稚ガニの成長度

甲幅脈 甲長厨Ⅱ 体重I
備考

範阻 平鈷 範囲 平謝 範囲 平鑓

46.缶21 2（ 5.0～7.' 6.C 35～5.（ 4.2 0.03～0.C o.o:

朕2 ●熱 Ⅸ io.o~ia 11.1 7.0～9.（ 2 01串03（ 0.2:

鰐 2］ 2（ 12.5～18. 12．1 9.0～10.2 10 0．30～0．7（ 0．51 台風23号以後

9－1 蟹 甑 13．0～23.’ 17.: 9.卜15.0 11.3 0.30-1.9 0.8

酷1 蟹 2（ 13.0～24.0 18. 9.0~16.0 12．0 0.30～2.0 0．8｛

第2回は9月7日、第3回は9月22日からそれぞれ中間育成を開始し、給餌も前回

同様の方法で行なったが、僅か5～6日の飼育でいずれもへい死消滅した。

以些上3回の育成結果をみると、第2回、第3回に対して第1回の育成成績が良好だっ

たのは、種苗が早い時期に産卵されたものであり、椛ガニに変態直前のも･のが多かった

ことと活魚船の魚鯨でゆるやかな圧縮空気の通気と瑛水が適度に行なわれながら輸送さ

れたため、僅苗の活力が良好であったこと等によるものと思われる。
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現員表職員

（昭和‘&7年3月末現在：

渡辺道郎（‘l6.5’20）場強

父
師

″
″
″
〃

腺
技

一 雄

真義

香

博

弘夫

卓(46.10.1新規採用）

田
嶺
本
岡
菅
渡

次
巻
安
橋
時
小
石

技術普及課

主馴

主事補

技術員

作業髄

主幹兼課長

主喪

技師

〃

〃

〃

男（46．6諜名変更）

義

久

夫

之(46.10.1.新規採用）

秀
俊
明

木
田
田

駁境脚遜採

凱

部値

(はやて船長）

（〃機関長）

（〃乗患員）

（ 〃 〃 ）

技師 戸口

技術員

業務員
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予

漁海況、水質汚濁等調査費

増養殖試験費

水産技術普及瓢業費

栽培漁業事業 質

調査船迎 航整術 賀

施 設整 側 工訓 質

場 微

合 洲
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算

(人件磯を除く）

3，114

1，522

1．061

3,207

3，841

7.500

7.830

28，075


